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新
成
人
が
生
ま
れ
た
年
は
…

�

４
・　
　

人
気
番
組
『
開
運
！ 
な

１９

ん
で
も
鑑
定
団
』
放
送

開
始

７
・
８　

日
本
人
女
性
初
の
宇
宙

飛
行
士
向
井
千
秋
さ
ん

を
乗
せ
た
ス
ペ
ー
ス
シ

ャ
ト
ル
打
ち
上
げ

９
・
４　

関
西
国
際
空
港
開
港

９
・　
　

オ
リ
ッ
ク
ス
の
イ
チ
ロ

２０

ー
選
手
が
史
上
初
の
２

０
０
本
安
打
を
記
録

　

・
２　

広
島
市
で
ア
ジ
ア
競
技

１０

大
会
開
催

　

・　
　

大
江
健
三
郎
さ
ん
ノ
ー

１０

１３

ベ
ル
文
学
賞
受
賞

　

・
３　

プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

１２

が
発
売

１
・
９　

野
茂
英
雄
投
手
が
大
リ

ー
グ
挑
戦
を
表
明

１
・　
　

午
前
５
時　

分
、阪
神
・

１７

４６

淡
路
大
震
災
が
発
生

３
・　
　

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
っ

２０

て
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

発
生

真庭市新成人数
（Ｈ�����～Ｈ�����生まれ）

該当者 ���人
（男���人、女���人）

出席者 ���人
（男���人、女���人）

　

平
成　

年
真
庭
市
成
人
式
が
�
月　

日
、
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

��

��

催
さ
れ
、
�
�
�
人
の
新
成
人
が
出
席
。
盛
大
に
新
成
人
を
祝
い
ま
し

た
。
式
典
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
倶
楽
部
く
せ
の
ダ
ン

ス
グ
ル
ー
プ
・
Ｓ
Ｋ
ダ
ン
ス
ク
ル
ー
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
開
幕
。
太

田
市
長
や
長
尾
市
議
会
議
長
ら
が
新
成
人
に
激
励
の
言
葉
を
贈
り
、
新

成
人
代
表
の
矢
萩
帆
乃
夏
さ
ん
（
下
方
）
は
「
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
新
た
な
可
能
性
を
信
じ
、
真
庭
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

成人者代表でお礼のことばを述べた矢萩帆乃夏さん

受け付け付近は、旧友との再会に喜び合う新成人で溢れました

Ｓ Ｋダンスクルーのアトラクションで開幕 成人式看板前で記念撮影
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式
典
終
了
後
、
各
地
区
の
新
成

人
で
組
織
し
た
成
人
式
実
行
委
員

会
が
�
月
か
ら
準
備
を
進
め
て
き

た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
。
お

笑
い
芸
人
・
オ
ジ
ン
オ
ズ
ボ
ー
ン

の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
や
豪
華

景
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
新
成
人
は
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
終
了
後
、
各
地
区
に
分
か

れ
、
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

旧
友
と
再
会
し
、
近
況
報
告
や
記

念
写
真
を
撮
る
な
ど
、
笑
顔
溢
れ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

��������	�
　私たちのために盛大な成人式を開催し

ていただき、誠にありがとうございました。

太田市長をはじめ、大勢の方から激励の言

葉を頂き、新成人一同感激しています。両

親や友人、多くの皆さまのおかげで私た

ちは無事に成人することができました。

　私たちは二十歳を迎え、責任ある社会

人としてより一層成長しなければなりま

せん。皆さんに迷惑をかけることもある

かもしれませんが、これからもご指導・ご鞭

撻いただきますようお願いいたします。

　また久しぶりに再会した友人たちは、

社会人や学生とさまざまですが、自分で

選んだ道をしっかりと歩み成長していま

した。私自身も友人たちに負けることな

く、多くのことを学び責任ある社会人と

して成長していきたいと思います。

勝山小学校卒業生。タイムカプセルを前に

�月から準備を進めてきた成人式実行委員会のメンバー

抽選会1等当選おめでとうございます

格好いいポーズをお願いしました

成人式実行委員会が企画したアトラクション。お笑い芸人・オジンオズボーンのバラエティーショー

成人式実行委員長

 山  本   翔  太 さん（開田）
やま もと しょう た
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▼
利
用
実
績
を
分
析
し
方
針
を
改
定

　

真
庭
市
で
は
、
平
成　

年
�
月
に
使
用

��

料
・
手
数
料
見
直
し
の
基
本
方
針
を
策
定
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
お
け
る
使
用
料
・

手
数
料
に
つ
い
て
、
負
担
の
公
平
性
確
保

と
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
い
て
見
直

し
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
や
物
価
上
昇

な
ど
社
会
的
な
情
勢
変
化
も
あ
り
、
施
設

の
管
理
運
営
経
費
の
変
動
へ
の
対
応
も
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平

成　

年
�
月
に
基
本
方
針
を
改
訂
し
ま
し

��
た
。
同
じ
く
�
月
に
は
、
過
去
�
年
間
の

施
設
の
運
営
実
態
（
利
用
者
数
や
管
理
経

費
な
ど
）
を
表
す
「
公
共
施
設
白
書
」
を

作
成
。
市
の
施
設
の
現
状
や
課
題
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
施
設
の

管
理
経
費
な
ど
の
デ
ー
タ
蓄
積
を
こ
れ
ま

で
続
け
て
き
ま
し
た
。

▼
統
一
的
な
考
え
方
で
見
直
し

　

公
の
施
設
を
維
持
・
管
理
す
る
た
め
の

費
用
は
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
と
、

利
用
者
が
支
払
う
使
用
料
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
�
つ
が
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
こ
と
が
、
市
民
全
体
の
公
平
性
を
確

保
す
る
う
え
で
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
は

合
併
時
に
引
き
継
い
だ
使
用
料
で
運
用
し

て
お
り
、
施
設
に
よ
っ
て
そ
の
バ
ラ
ン
ス

に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

統
一
的
な
考
え
方
に
よ
っ
て
使
用
料
を
再

検
証
し
、
必
要
な
施
設
に
つ
い
て
は
改
定

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月
に
開
催
さ
れ
た
、
第
�
回
真

��

��

庭
市
議
会
定
例
会
で
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化

施
設
な
ど
の
使
用
料
の
改
定
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。使
用
料
が
ど
う
変
わ
る
の
か
に
つ
い
て
、

経
過
や
考
え
方
な
ど
、
今
回
の
改
定
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
う
し 
て
変
わ
る 
の
？

�
�
��
��
�
�
�

平
成�

年
度
か
ら
真
庭
市
の
施
設
の
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す

��
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▼
受
益
者
負
担
で
公
平
性
を
確
保

　

ば
ら
つ
き
が
あ
る
ま
ま
使
用
料
を
維
持

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
施
設
に
よ
っ
て
は
多

く
の
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
利

用
し
な
い
人
に
も
負
担
を
強
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
負
担
の
公
平
性
が

確
保
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
見
直
し

た
基
本
方
針
で
も
、
施
設
利
用
者
に
応
分

の
負
担
を
求
め
る
受
益
者
負
担
の
適
正
化

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
ま
す
。

▼
原
価
算
定
方
式
で
コ
ス
ト
を
反
映

　

コ
ス
ト
や
規
模
な
ど
を
使
用
料
に
適
切

に
反
映
さ
せ
る
た
め
に「
原
価
算
定
方
式
」

を
採
用
し
ま
し
た
。
人
件
費
や
物
件
費
の

ほ
か
、
建
物
・
設
備
・
備
品
な
ど
の
減
価

償
却
費
も
「
原
価
」
を
求
め
る
経
費
と
し

て
い
ま
す
。
把
握
で
き
る
維
持
管
理
コ
ス

ト
は
極
力
使
用
料
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と

し
、
こ
れ
に
よ
り
、
負
担
の
公
平
性
の
確

保
と
と
も
に
、
施
設
の
独
立
採
算
体
制
の

強
化
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
負
担
割
合
も
明
確
化

　

施
設
ご
と
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は

異
な
り
ま
す
の
で
、
行
政
と
受
益
者
の
負

担
割
合
を
�
つ
に
分
類
し
、「
性
質
別
負
担

割
合
」
を
設
定
。
ま
た
、
施
設
に
よ
っ
て

設
定
で
き
る「
利
用
者
区
分
別
負
担
割
合
」

も
統
一
基
準
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

「
原
価
」「
性
質
別
負
担
割
合
」「
利
用
者
区

分
別
負
担
割
合
」
に
よ
っ
て
、
施
設
ご
と

に
使
用
料
を
設
定
し
ま
し
た
。

　　　　　　　行政��％　受益者��％

民間でも提供されているサービスであるものの、一
部の市民にとっては必要不可欠なもの

（例）市営住宅など

　　　　　　　行政���％　受益者�％

日常生活を送る上で、大半の市民が必要とするサー
ビスで、行政による提供が必要であるもの　

（例）道路、公園など

　　　　　　　行政�％　受益者���％

生活や余暇を快適なものとするため、特定の市民が
利用するサービスで、民間でも提供されているもの

（例）駐車場など

　　　　　　　行政��％　受益者��％

生活や余暇を快適なものとするため、特定の市民が
利用するサービスで、民間ではあまり提供されてい
ないもの （例）文化ホール、体育館、運動場など

第�分類 第�分類

第�分類 第�分類

使用料算定のイメージ
今回の使用料改定で用いる原価算定方式のイメージは
下記の図のようにな り ます。

使用料には利用者区分を設けることができ、
設定する場合には次を基本に定めます。

■大人・子どもなどの利用区分
　幼児　　　　 …大人料金の�/�
　小学生、中学生…大人料金の�/�
　高校生　　　 …大人料金の�/�
　高齢者　　　 …大人料金の�/�

■市民・市民以外の利用区分
　市民以外の利用割増は、市民料金の�倍まで

■個人・団体（団体割引）の利用区分
　団体割引率は、個人利用料金の��％まで

※施設の性格によって異なる場合があります。

原価 性質別
負担割合

利用者区分別
負担割合

原価 ＝　　　　　　　　 × 貸出面積 × 貸出時間１㎡・１時間
当たりの単価

 人件費+物件費+減価償却費   ÷ 　　　　　 ÷ 　　　　
貸出対象
総面積

年間使用
可能時間



　

具
体
的
に
使
用
料
が
ど
う
変
わ
る
の
か
に
つ
い
て
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
説
明
し

ま
す
。
個
々
の
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
各
施

設
も
し
く
は
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
団
体

な
ど
で
専
用
使
用
す
る
場
合
の
金
額
で
例
示
し
て
い
ま
す
）

Ｑ 
＆ 

Ａ

ど
う
な
る
の
？

ど
う
変
わ
る
？

「どの施設も高くなるの？」
全ての使用料が高くなる訳ではありません。
今回の改定によって、使用料が高くなる施設はありますが、ほ
とんどのスポーツ施設に「中学生以下」の区分を設け、�分の
�の負担としています。施設や利用の仕方によってはこれまで

より低額で使用できる場合もあります。

「どんな施設が対象なの？」
全ての施設です。
スポーツ施設や文化施設はもちろん、市が設置する
全ての施設の使用料を見直しています。ただし、見
直しの結果、使用料が変わらない施設もあります。

「いつから変わるの？」
平成��年�月�日からです。
平成��年��月議会で、使用料などの変更
を盛り込んだ条例・規則を改訂しました
が、これは平成��年�月�日からの施行
となります。「全ての施設の料金が

   同じになるということですか？」
同じにはなりません。
使用できる広さや維持管理経費は施設によって違いますので、同種の施設であっても使用料は異なり
ます。例えば、野球場で比較してみても下記のとおりとなります。なお、付帯設備で同額にしても差
し支えないものについては、統一料金として新たに設定しています。

音響設備 �,���円
���円一般

 �

���円一般
北房運動公園
野球場 ���円中学生以下

音響設備 �,���円
���円一般

���円一般
やまびこスタジアム
野球場 ���円中学生以下

音響設備 �,���円
���円一般

���円一般
湯原温泉スポーツ公園
野球場 ���円中学生以下

施設名 改訂前 改訂後

※使用料は１時間当たり

�,���円一般

 �

�,���円一般
しらうめ体育館
メインアリーナ（全面） �,���円中学生以下

�,���円一般
�,���円一般

勝山運動公園
テニスコート（�面）    ���円中学生以下

�,���円一般
�,���円一般

蒜山 ���海洋
セン ター 体育館 （全面）    ���円中学生以下

施設名 改訂前 改訂後

※使用料は１時間当たり



「指定管理者が管理運営している
   施設の使用料も変わるの？」
変わることもあります。
指定管理者制度により民間事業者が管理運営している施設
は、独自に使用料を設定することができます。したがって、
各施設の判断で使用料を変えることもあります。（ただし、
条例に定める使用料の額が上限です。詳しくは、各施設に
お問い合わせください。）

「免除や減額の
   仕組みも変わるの？」
変わります。
全ての施設で共通の対応となるよう「基準の統一」をしています。公の施設は、
市民の皆さんが利用しやすいように低い料金を設定しています。受益者負担の
原則からも全額納付が基本ですが、下表のように減免の基準を定めています。
減額率などは施設ごとの運用によりますので、ご確認ください。

�公民館（分館含む）の減免については、平成��年度中は経過措置として従来通りの運用とします。
�スポーツ・文化振興課では、スポーツ団体などを対象とした説明会を随時開催しています。
��月からスポーツ施設と文化施設（一部除く）のインターネット予約ができるようになります。
　詳しくは、スポーツ・文化振興課にお問い合わせください。（℡�-��-����）

※全額を補助金の対象減免なし

 �

全額免除スポーツ少年団

※�／ �  は補助金の対象減免なし�／ � 減額体育協会

※�／ �  は補助金の対象減免なし�／ � 減額
総合型地域
スポーツクラブ

※中学生以下の区分が設置
　されたため使用料半額

減免なし�／ � 減額
子どもが主体の
市内クラブチーム

施設名 改訂前 改訂後

団体に対する減免措置は

原則的になくなりますが、

公的な活動と認められる

ものは、補助金などによ

る支援措置を設けまし

た。スポーツ関係団体の

例 を 右の表でご覧 く だ さ い。

要件区分

施設を利用する障がい者を介助する人（介助者�人について免除）免除

身体障害者福祉法または精神保健および精神障害者福祉に関する法律による手帳の交付を受けている人

減額

「療育手帳制度について」（昭和��年�月��日発児第���号厚生事務次官通知）による療育手帳の交付を
受けている人

生活保護法により生活保護を受けている世帯

真庭ひとり親家庭等医療費受給者の属する世帯

後期高齢者医療制度の被保険者のうち低所得者Ⅰに該当する人がいる世帯

次に掲げる障がい者がいる世帯で、世帯全員が市民税(特別区民税含む)非課税の措置を受けている世帯
�身体障害者福祉法に規定する身体障害者手帳を持っている人
�所得税法または地方税法に規定する障がい者のうち、児童相談所、知的障害者更生相談所、精神保
健福祉センターまたは精神保健指定医により知的障がい者と判定された人
�精神保健および精神障害者福祉に関する法律に規定する精神障害者保健福祉手帳を持っている人


